
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

二

二

一

中
世
真
宗
教
学
と

『広
疑
瑞
決
集
』

佐

々

木

瑞

雲

存
覚

の
現
世
利
益
思
想
は
、
主
と
し
て

『持
名
鈔
』
『破
邪
顕
正
鈔
』

に
明
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

『金
光
明
経
』
「寿
量
品
」
・
七
難
消

滅

の
文
を
解
釈
し
、
ま
た

『観
念
法
門
』
引
用
の
経
典
名
を
列
挙
す
る

な
ど
、
基
本
的
に
親
鸞
の

「現
世
利
益
和
讃
」
の
構
成
を
踏
襲
し

つ
つ

も
、
そ

の
内
容
は
、
所
謂

「世
俗
」
的
意
味
合
い
の
強

い
現
世
利
益
思

　ユ
　

想
を
強
調
し
て
お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
親
鸞

の
根
本
姿
勢
と
の

相
違
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
存
覚
の
思
想
的
根
源
に
つ
い
て
、
特
に

『広
疑

瑞
決
集
』
と
の
関
係
に
着
目
し
、
中
世
真
宗
教
学
に
お
け
る
現
世
利
益

思
想

の
展
開
に
、

一
視
点
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

『広
疑
瑞
決
集
』
(以
下

『瑞
決
集
』
と
記
す
)
は
、
法
然
門
下
の
隆
寛
・

信
空

の
弟

子
で
あ
る
信
瑞
が
、
建
長
八
年

に
撰
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
信
濃

の
諏
訪
氏
上
原
馬
允
敦
広
の
示
し
た
二

十
五
の
疑
義
に
対
し
て
、
信
瑞
が
答
釈
す
る
と
い
う
も
の
で
、
特
に
第

三
巻

「第

二
十
四
疑
」
に
見
ら
れ
る
神
祇
思
想
は
、
中
世
浄
土
教
の
展

開
史
上
、
重
要
視
さ
れ
、
常
々

『諸
神
本
懐
集
』
(以
下

『本
懐
集
』
と

記
す
)
と
の
思
想
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
『本
懐
集
』
と

『瑞
決
集
』
と
の
関
係
に

つ
い
て
、

諸
論

の
概
略
を
記
し
て
お
く
。

存
覚
は
、
元
亨
四
年

、
覚
如
に
義
絶

さ
れ
た
二
年
後
、
仏
光

寺
了
源

の
所
望
に
応
じ
て

『本
懐
集
』
『持
名
鈔
』
『破
邪
顕
正
鈔
』
等
、

計
六
本
を
撰
述
し
て
い
る
。
こ
の
中

『本
懐
集
』
の
撰
述
に
つ
い
て
は
、

奥
書
に

「日
来
流
布
之
本
」
を

「底
本
」
と
し
、
そ
れ
に
存
覚
が
添
削

　　
　

を
加
え
成
立
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「底
本
」
を
巡
る
論
議

　ヨ
　

に
お
い
て
着
目
さ
れ
た
の
が
、
『瑞
決
集
』
の
類
似
文

の
存
在

で
あ
る
。

こ
こ
で
は

『本
懐
集
』
の

「底
本
」
を
巡
る
論
議
は
、
煩
項
に
な
る

た
め
省
略
す
る
が
、
そ
の
類
似
文
は
、
神
祇

思
想

に
つ
い
て
述

べ
る

『瑞
決
集
』
第
三
巻
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。
『瑞
決
集
』
の
構
成
順
に

　　
　

主
な
箇
所
を
列
挙
す
る
と
、
①
諸
神
の
本
地
を
説
示
す
文
、
②
諸
神
の

教
導
に
摂
受
門

・
折
伏
門
の
二
種
を
挙
げ
る
文

、
③
そ
の
条
下

の
新
羅

明
神

の
説
話
、
④
加
茂

・
聖
真
子
の
二
社

の
念
仏
愛
楽
の
説
話
、
⑤
良

忍

の
融
通
念
仏
名
帳

の
説
話
、

で
あ
る
。
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二
二
二

従
来

こ
う
し
た
類
似
文

の
関
係
に

つ
い
て
は
、
二
説
が
考
え
ら
れ
て

(
5
V

い
た

。

A
"

『
本
懐
集
』

の

「底
本
」

が
既
に

『
瑞
決
集
』

の
影
響
を
受
け
た
書

で

あ

っ
た
。

B
11
存
覚

が

『本
懐
集
』
の

「底
本

」
を
添
削

す
る
に
当

た
り

『瑞
決
集
』
を

参
照

し
た
。

つ
ま

り

『
瑞

決

集

』

自

体

は

、

『
本

懐

集

』

の

「底

本

」

に
は

該

当

し

な

い
と
考

え

ら

れ

つ

つ
も

、

所

謂

「文

言
似

令

相

違

、

義

理

非

無

不

　　
　
審
」
に
よ
り
て
添
削
を
必
要
と
し
た

「底
本
」
系
の

一
本
で
あ
る
か
、

添
削
に
際
し
て
存
覚

の

「指
南
書
」
的
役
割
を
果
し
た

一
本
で
あ
る
、

と
捉
え

る
か
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
両
説
を
併
記
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
理
由
は
、

一
に
、
存
覚
自

身
が

『本
懐
集
』
に

『瑞
決
集
』
と
の
関
係
を
全
く
示
唆
し
て
い
な
い

こ
と
、
二
に
、
こ
の
問
題
自
体
が

『本
懐
集
』

の

「底
本
」
を
巡
る
限

定
的
な
論
議
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
近
年
、
特
に
有
力
視
さ
れ
て

　
　
　

い
る

『
神
本
地
之
事
』
"

「底
本
」
説
が
、
全
面
的
に
承
認
を
受
け
な

け
れ
ぼ
、
『瑞
決
集
』
の
関
係
も
ま
た
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と

い
う
難
点
が
存
在
し
た
と

い
う
こ
と
に
よ
る
。

よ
っ
て

一
旦
こ
う
し
た
論
議
か
ら
離
れ
、
存
覚
の
他

の
著
述
中
に
、

『瑞
決
集
』
と
の
類
似
箇
所

の
存
在
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
、

こ

の
問
題
解
明
の
鍵
を
握
る
も
の
と
思
考
す
る
。

そ
こ
で
、
上
記
の
視
点
に
基
づ
き
存
覚
の
著
述
を
検
索
す
る
と
、
『持

名
鈔
』
の
現
世
利
益

の
問
答
中
に
、
『瑞
決
集

』
に
類
似
す
る
文
が
明

確
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
存
覚
は
、
念
仏
者

に
お
け
る
諸
神

・
諸
仏

の

護
持

・
護
念
に
つ
い
て
の
問
答
を
設
け
、
「信

心
守
護
」
及
び

「今
生

に
お
け
る
所
願

の
成
就
」
と
い
う
二
点
を
解
説

し
、
そ
の
中
、
後
者

の

　　
　

具
体
的
例
証
と
し
て
以
下
の
文
を
挙
げ
る
。

(1
)
『観
念
法
門
』
引
用
の
経
典
名
の
列
挙

(『
観
仏
三
昧
経
』
『十
往
生
経
』

『浄
土
三
昧
経
』
『般
舟
三
昧
経
』)。

(2
)
『金
光
明
経
』
「寿
量
品
」。

(3
)
『請
観
音
経
』
に
よ
る

「五
種
の
疫
神
」
の
文
。

(4
)
善
光
寺
如
来
の
霊
験
。

(5
)
伝
教
大
師
の
七
難
消
滅
の
文
。

そ
し
て
こ
の
問
答
を
結
ん
で

「ま
め
や
か
に
浄
土
を
も
と
め
往
生
を

ね
か
は
ん
ひ
と
は
、
こ
の
念
仏
を
も
て
現
世

の
い
の
り
と
は
お
も
ふ

へ

か
ら
す
。
た
た
ひ
と
す
ち
に
出
離
生
死

の
た
め
に
念
仏
を
行
す
れ
は
、

は
か
ら
さ
る
に
今
生
の
祈
祷
と
も
な
る
な
り
」
と
述
べ
、
こ
の
後
に
有

名
な

『藁
幹
喩
経
』
(『蘇
婆
呼
童
子
請
問
経
』)
の
讐
え
を
引
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
内
容
は

『持
名
鈔
』

の
直
後
に
成

立
し
た

『破
邪
顕
正
鈔
』

　　
　

に
も
、
そ
の
要
約
が
受
け
継
が
れ
、
存
覚
の

一
貫
性
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『瑞
決
集
』
で
は
、
現
世
利
益
の
例
証
と
し
て
、
ま

ず
王
日
休
の

『龍
寄
浄
土
文
』
、
『日
本
往
生
伝
』、
『後
拾
遺
往
生
伝
』

の
各
文
を
挙
げ
、
そ
れ
に
続
い
て
、
嘉
禄
二
年

の
秋
、
左
衛

門
慰
惟
宗
忠
義
の

「不
審
十
四
箇
条
」
に
対
す
る
信
空

の
答
釈

「第
九
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二
二
三

　む

の
段
」

(以
下
、
「信
空
の
文
」
と
記
す
)
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
中
、
『持

名
鈔
』
と
非
常
に
類
似
す
る
文
は

「信
空
の
文
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「念
仏
の
利
益
は
往
生
の

一
事

に
か
ぎ
り
て
、
こ
の
世
よ
り
後
世
に
至

り
候
歎
。
又
兼
余
事
候
歎
」
と
い
う
問
い
に
答
え
て
、

「弥
陀
に
も
現

世
の
利
益
あ
り
。
浄
土
三
部
経
に
こ
そ
、
只
後
世
の
利
益
ば
か
り
を
説

た
れ
、
他
経
に
は
し
か
ら
ず
」
と
し
、
そ
の
例
証
と
し
て
、
以
下

の
文

を
挙
げ

る
。

(1
)
『金
光
明
経
』
「寿
量
品
」。

(2
)
伝
教
大
師
の
七
難
消
滅
の
文
。

(3
)
『請
観
音
経
』
に
よ
る

「五
種
の
疫
神
」
の
文
。

(4
)
善
光
寺
如
来
の
霊
験
。

(5
)
『観
念
法
門
』
の
引
文

(『観
仏
三
昧
経
』
『十
往
生
経
』
『阿
弥
陀
経
』

『般
舟
三
昧
経
』
の
各
文
)。

こ
こ
で
は

『持
名
鈔
』
と
の
構
成

の
相
違
は
あ
る
が
、
文
章
内
容
は

酷
似
し
て
い
る
。
更
に

『瑞
決
集
』
で
は

「信
空
の
文
」
を
引

い
た
後
、

こ
の
問
答
を
結
ん
で

「実
と
し
く
後
世
を
願
は
ん
人
は
、
柳
か
も
現
世

に
は
向

べ
か
ら
ず
。
只
単
に
往
生
の
為
に
念
仏
せ
ぼ
、
は
か
ら
ざ
る
に

現
世
の
祈
り
と
も
な
る
べ
き
な
り
」
と
、
先
の

『持
名
鈔
』
の
結
文
と

同
意
で
あ

る
。

し
か
も

こ
れ
ら
の
類
似
文
は
、
『瑞
決
集
』

の
構
成
上
、
先
に
記
し

た
③
新
羅
明
神
の
説
話
と
、
④
加
茂

・
聖
真
子
の
二
社

の
念
仏
愛
楽
の

説
話
の
間
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
従

っ
て

『瑞
決
集
』
の

一
連
の
箇
所

か
ら
、
存
覚

の
複
数

の
著
述
中
に
類
似
文
が
検

出
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
る
と
、
『本
懐
集
』
と

『瑞
決
集
』
の

関
係
は
、
B
の
説
、

つ
ま
り
存
覚
が

「底
本
」
を
添
削
す
る
際
に

『瑞

　む
　

決
集
』
を

「参
照
」
し
た
こ
と
を
立
証
で
き
、
従
っ
て

『持
名
鈔
』
の

現
世
利
益
の
問
答
も

『瑞
決
集
』
を

「参
照
」
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。こ
う
し
た

『瑞
決
集
』
を

「参
照
」
し
た
と

い
う
事
実
は
、
存
覚

の

教
学
姿
勢
か
ら
も
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
存
覚
は
著

述
中
、
至
る
と
こ
ろ
に

「親
鸞
の

一
流
」
を

「浄
土
宗
」
と
示
し
て
い

　ヨる
。
よ
っ
て
当
然
そ
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
く
教
学
を
展
開
し
、
ま
た
実

際
に
、
「浄
土
宗
」
と
の
交
渉
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
明
確
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
覚
如
と
は
相
違
す
る
、
所
謂

「本
願
寺
」
を
中

心
と
し
た
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
よ
り
広
範
な
視
点
に
基
づ
く
教

学
展
開
を
、
具
体
的
に
裏
付
け
る
実
例
と
し

て
、
『瑞
決
集
』
の

「参

照
」
と
い
う
撰
述
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
の

「信
空
の
文
」
が
述

べ
ら
れ
た
、
嘉
禄
二
年

と

い
う
年
記
の
持

つ
意
義
に
注
目
し
て
み
た
い
。
所
謂

「不
審
十
四
箇
条
」

に
対
す
る
信
空
の
答
釈
そ
の
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、
信
瑞
の

『名
義

進
行
集
』
に
は
、
他

の
段

(第

一
・
四
・
十
段
)
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
も
こ
の
年
を

「嘉
禄
二
年
」
と
記
し
て
い
る
。
よ
っ
て
存
覚
が

「参
照
」
し
た
現
世
利
益
の
問
答
自
体
は
、
厳
密
に
は

『瑞
決
集
』
引

用

の

「信
空
の
文
」
と
い
う
存
在
を
通
し
て
、
少
な
く
と
も
嘉
禄
二
年
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二
二
四

に
ま
で
遡

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
は
、
現
在

の
通
説

で
あ
る
親
鸞

の

「和
讃
」

の
撰
述
年
時
、
即
ち

「国
宝
本
」
撰

述
の
宝
治
二
年

に
先

立

つ
も

の

で
あ

り
、

よ

っ

て

「現

世

利

益
和
讃
」
に
見
ら
れ
る

『金
光
明
経
』
「寿
量
品
」
、
「七
難
消
滅

の
文
」

と
い
う
順
序
、
続
い
て
諸
神
・
諸
仏
の
護
持

・
護
念
を
述
べ
る
内
容
が
、

所
謂

『選
択
集
』
「護
念
章
」
と
の
関
連
よ
り
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、

年
代
的

に
、
親
鸞
に
も
先
行
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
法
然
の

著
述
上

に
は
、
こ
う
し
た
構
成
に
基
づ
く
現
世
利
益

の
表
明
は
存
在
し

な

い
こ
と
か
ら
も
、

「信
空
の
文
」
と

『現
世
利
益
和
讃
」

の
構
成
の

類
似
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
少
な
く
と
も
存
覚
の

主
張
が
、
「信
空

の
文
」
を
受
容
し
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、
真
宗
に

お
け
る
現
世
利
益
思
想
の
展
開
史
上
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
『瑞
決
集
』
と
は
、
存
覚

の
教
学
に
、

一
種

の

「指
南
書
」
的

役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
現
世

利
益
思
想
に
つ
い
て
は
、
存
覚
の
主
張
が
、
親
鸞
の
思
想
と
相
違
す
る

と
見
ら
れ
る
の
は
、
結
果
的
に
、
親
鸞
在
世
時
よ
り
、
「浄
土
宗
」
内

に
お
い
て
存
在
し
た
既
成

の
概
念
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
義
の

「教
団
」
的
範
疇
か
ら
、
他
宗

に
対
し
て
の
応
答
を
試
み
た
、
在
覚
の

教
学
に
お
け
る
基
本
姿
勢
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
思
考
す
る
。

1

拙
稿

「真
宗
現
益
論

の
展
開

に

つ
い
て
」
(
「印
度
学
仏
教
学
研
究
」

)

2

『本
懐
集
』
奥
書

(『
真
宗
法
要
』
所
収
)
参
照
。

3

浅
井
了
宗

「浄
土
教
に
於
け
る
神
仏
交
渉
発
達
論
」
(「宗
学
院
論
集
」

)
参

照

。

4

両
書

の
類
似
文

の
該
当
頁
数

は
、
『瑞

決
集
』

(『
国
文
東
方
仏
教
叢
書

』

法
語
部
上
所
収
)
(1)

頁

行

～

(2)

頁

行

～

(3)

頁

行

～

(4)

頁

行

～

(5)

頁

行

～

。

『
本
懐
集
』

(『
真
宗
史
料
集
成

』

一
巻

所

収
)
(1)

頁
下

行

～

(2)

行

～

(3)

頁
上

行

～

(4)

頁
下

行

～

(5)

頁
下

行

～

。

で
あ

る

。

5

宮

崎
円
遵

「諸
神
本
懐
集

の
底
本

の
問
題
」
(『真
宗
書

誌
学

の
研
究
』
所

収
)
。

6

『
本
懐
集
』
奥
書

(『
前
掲
書
』
所
収
)
。

7

北
西
弘

「諸
神

本
懐
集

の
成
立
」

(『
宮
崎
博
士
還
暦
記
念

真
宗
史

の

研
究
』
所
収
)
。

8

『真
宗
聖
教
全
書
』
三
巻

頁

。

9

『
右
同
』

三
巻

頁

。

10

『国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
法
語
部
上

頁

。

11

『
尊
号
得
益

鈔
』
本
願

寺
蔵

(常
楽
寺

旧
蔵
)
応
永

五
年
伎

証
書
写
本

(『
真
宗
史
料
集

成
』
五
巻
所
収
)

は
、
所

謂

「信
空

の
文

」
中

『観
念
法

門
』

の
引
文

か
ら

「良
忍

の
融
通
念
仏
名
帳

の
説
話
」

ま

で
が
、

一
本

と

な

っ
た

も

の
で
あ
り
、
現
存

す
る

『瑞
決
集
』

の
該

当
箇
所
と
仮
名
遣

い

の
相
違

を
除

き
全
く
同
文

で
あ

る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
存
覚
没
後

に
、
彼

の
手
控

え

で
あ

っ
た

『瑞
決
集
』

の
断
簡

を
ま
と
め
た
も

の
か

と
考

え
ら

れ

る
。

12

一
例

と
し

て
、

『六
要
鈔

』
に
、

「教
巻

」

の

「謹
按
浄
土
真
宗
」

を
解

釈

し
て
、

「真
宗

者
即
浄
土
宗
也

」
と
述

べ
る
点

が
挙
げ

ら
れ
る
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

『広

疑
瑞
決
集
』
、
存
覚
、

現
世
利
益

(浄
土
真
宗
教
学
研

究
所
研

究
員
)
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